
Ⅱ　実 践 編





－ 33 －－ 33 －

Ⅱ　

実 

践 

編



－ 34 －－ 34 －

Ⅱ　

実 

践 

編



－ 35 －－ 35 －

Ⅱ　

実 

践 

編



－ 36 －－ 36 －

Ⅱ　

実 

践 

編



－ 37 －－ 37 －

Ⅱ　

実 

践 

編



－ 38 －－ 38 －

Ⅱ　

実 

践 

編



－ 39 －－ 39 －

Ⅱ　

実 

践 

編



－ 40 －－ 40 －

Ⅱ　

実 

践 

編



－ 41 －－ 41 －

Ⅱ　

実 

践 

編



－ 42 －－ 42 －

Ⅱ　

実 

践 

編



－ 43 －－ 43 －

Ⅱ　

実 

践 

編



－ 44 －－ 44 －

Ⅱ　

実 

践 

編



－ 45 －－ 45 －

Ⅱ　

実 

践 

編



－ 46 －－ 46 －

Ⅱ　

実 

践 

編



－ 47 －－ 47 －

Ⅱ　

実 

践 

編



－ 48 －－ 48 －

Ⅱ　

実 

践 

編



－ 49 －－ 49 －

Ⅱ　

実 

践 

編



－ 50 －－ 50 －

Ⅱ　

実 

践 

編



－ 51 －－ 51 －

Ⅱ　

実 

践 

編



－ 52 －－ 52 －

Ⅱ　

実 

践 

編



－ 53 －－ 53 －

Ⅱ　

実 

践 

編



－ 54 －－ 54 －

Ⅱ　

実 

践 

編



－ 55 －－ 55 －

Ⅱ　

実 

践 

編



－ 56 －－ 56 －

Ⅱ　

実 

践 

編



－ 57 －－ 57 －

Ⅱ　

実 

践 

編



－ 58 －－ 58 －

Ⅱ　

実 

践 

編



－ 59 －－ 59 －

Ⅱ　

実 

践 

編



－ 60 －－ 60 －

Ⅱ　

実 

践 

編



－ 61 －－ 61 －

Ⅱ　

実 

践 

編



－ 62 －－ 62 －

Ⅱ　

実 

践 

編



－ 63 －－ 63 －

Ⅱ　

実 

践 

編



－ 64 －－ 64 －

Ⅱ　

実 

践 

編
　上手く言えませんが……幼稚な扱いと丁寧な扱いは違います。いろいろな個性と
して個人を認めていく様子が生徒たちの手本となるように、行動を考えてください。
先生の態度を子どもらは観ています。先生方にお願いしたいと思います。

　長男は高校を卒業し、今大学に通っています。高校三年間は先生方に多くのフォローをして
いただきました。一人になれる部屋を提供していただきました。レポートを書くときなどはど
うしても本人のこだわりが強くなり、内容を詳しく説明しようという気持ちが強くなりすぎて
本題から外れてしまい、自分では解決できなくなることも多々あったようです。そんな時も副
担任の先生にかなりフォローをしていただきました。
　クラスの中で問題が起きやすいのは、やはりホームルームの時間でした。長男は会話から情
報を得ることが極端に苦手です。たとえば、ホームルーム中のやりとりや議事の進行状況は、
全くつかむことができません。でも、一対一の会話では話は通じるために、他の人からは障害
が見えにくいものになってしまっています。親の私たちでさえ、その障害の強さに気づいたの
は、彼が高校を卒業してからのことでした。
　また、興奮状態にあるときは、声を荒げたりすると余計に興奮してしまいます。その結果、
自己嫌悪に陥り、自信をなくすことにつながってしまいます。一度受けたショックは、私が想
像できない傷となっているようです。
　さて、長男を通しての体験から、先生方に、これから入学する子どもたちに対してどういっ
た対応をお願いしたらよいかを考えました。
　まず、本人の障害の特性を理解していただくことです。どういった状況でパニックになるか、
極端な恐怖感をもつか等です。その状況にならないように、できるだけ工夫をしていただく。
特に、一年のクラス分けは大切だと思います。冗談が理解できないことが多いので、「ちょっ
かいを出す子、からかう子」と同じクラスにならないようにしていただきたいのです。非常に
難しいことは分かっておりますが、新入学の強いストレス状態の中で適応するためには、最も
大切なことだと思います。そのためには、中学校からの綿密な情報提供（障害のあるなしにか
かわらず、入学する生徒全員について）が必要となると思います。
　次に、親の立場から申し上げるなら、学校で起こったトラブルをできるだけ報告していただ
きたいです。失敗の原因を考え、次に同じようになったときどういった行動を取ればよいか、
子どもと話し合って積み上げていければいいと思います。ただ、実際は、本人は状況が見えて
ないので、とても難しいことです。しかも学校でのトラブルを聞くことは、親にとって本当に
辛いものですので、全ての保護者の方が望まれるとは言えません。
　高校生活はいろんなトラブルがあって当然ですが、障害を理解し対応していただけるようお
願いします。

居場所づくり
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　保育所、小学校、中学校と、
同じ仲間で大きく成長してきた
が、ひとりぼっちで過ごすこと
も多かった。男の子たちからは
叩かれたり蹴られたりし、女の
子たちからはきたない物のよう
に見られ、そこから抜けきるこ
とができなかった。担任の先生
は、うちの子どもが変わるしか
ないとおっしゃいますが、高校
も障害の特性を知ってくださ
り、子どもの支援をしてくださ
ればと願う母です。

　幼い頃は、この子を守ってやらないと、という気持ちで、彼を取り巻く環境の整備
を第一に考えていましたが、大きくなるにつれ、この子自身が自分の力で自分の人生
を切り開いていかねばならない、その力をつけてやらなければならないと思うように
なりました。
　高等学校は、社会に踏み出す前の、信頼できる大人たちに守られた環境で、生きる
力を身に付けることのできる最後の機会と考えます。時間がありません。子ども自身
は（想像力と内省力にハンディのある障害なので）あまり不安を感じていないかもし
れませんが、その分、親は不安でしかたがありません。
　社会に一番近い場所で、もうすぐ社会人になるこの子たちに、社会人としてのルー
ルやマナーを教えてやってください。教科の学習をするようにしか、この子たちは世
間の常識やマナーを身に付けることができません。
　コミュニケーション能力に関しては、そう易々と高めることはできないものだし、
これからも、学んでいかなければならないことはたくさんあるでしょう。彼らにとっ
ては、遠い遠いつらい道のりになると思います。傷つき、時に人を傷つけ、トラブル
に巻き込まれることもきっとあると思います。
　ですからせめて、トラブルを回避する方法やトラブルに書き込まれたときの対処方
法、特に人の力を借りる術を教えてやってほしいと思います。

　「冗談で言ってることが分からないの
か。」「高校は必要な資質をもったものだけ
が入学するもの。」高校の先生方には、こ
のように思われている方もおられるよう
で、なかなか発達障害の特性を理解してい
ただくのに時間がかかります。本人の努力
が足りないとか、なまけていると受け取ら
れることも多いです。発達障害の特性を先
生方みんなで理解してもらえると本人も前
向きになれます。その上でいろんな角度か
らのアプローチを試みてもらうと一歩前へ
抜け出せることもあります。また担任の先
生だけではなくカウンセラーの先生や図書
室の先生なども、学校全体として同じ思い
を共有してくださると過ごしやすい学校に
なると思います。


